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大阪府保健衛生部長

高杉 豊

新年あけましておめでとうございます。

皆様には、お健やかに新春をお迎えのこととお

喜び申し上げます。

貴協会におかれましては、日頃よりワクチン、

抗毒素の安定供給をはじめ、衛生知識の普及等本

府の保健衛生行政の推進に対しましてご理解、御

協力をいただき、厚くお礼申し上げます。

さて、国におきましては、感染症を取り巻く環

境の変化に対応すべく、平成10年10月2日に伝染

病予防法、後天性免疫不全症候群の予防に関する

法律、性病予防法を廃止・統合し、総合的な感染

症対策の推進を図るための「感染症の予防及び感

染症の患者に対する医療に関する法律」を公布し、

今年4月1日に施行されることになりました。

大阪府では、新法制定の動きを受け昨年7月6

日に、 「大阪府における感染症対策について」を

大阪府衛生対策審議会に諮問し、感染症の発生の

予防及びまん廷の防止のための施策や感染症に係

る医療を提供する体制の確保、感染症に対する差

別や偏見の解消のための普及啓発など感染症の患

者等の人権に配慮した感染症対策についてご審議

をいただいており、近日中に答申をいただく予定

でおります。また、本年3月には、国が定める基

本方針や衛生対策審議会の答申を踏まえて、 「感

染症の予防のための施策の実施に関する計画（予

防計画）」を策定し、大阪府における総合的な感染

症対策に取り組んでまいります。

このように本年は感染症対策の一大転換期でご

ざいますので、本府の感染症施策の推進には、

協会の豊富な知識、経験、高度な技術は私どもと

いたしましても誠に心強いものであり、今後とも

より一層のお力添えをいただきますようお願い申

し上げます。

最後になりましたが、財団法人大阪防疫協会の

益々の御発展と皆様の御健康、御多幸をお祈りい

たしまして新年のごあいさつといたします。

財団法人大阪防疫協会

理事長辻野守典

明けましておめでとうございます。

昨年は何かとご指導ご鞭撻賜りまして、有り難

うございました。

本年もよろしくお願い申しあげます。

さて、大阪府営水道は、昨年、全浄水場におい

て高度浄水処理水を給水するようになりました。

これによって、今まで、夏場に私どもを悩ませて

いたカビ臭の問題は解決され、また、発ガン性物

質と言われるトリハロメタンも取り除かれるよう

になり、受水している人々にとっては大変喜ばし

いことであります。しかし、このように高度浄水

処理をしなければならないと言う事は、源水が汚

れていると言うことであります。

カビ臭は春から秋にかけて、植物プランクトン

（フォルミデイウム．アナベナ．オッシラトリア）

の大量発生により起こりますが、琵琶湖の富栄養

化が引き金でありました。

近年、飲料水も質が求められるようになって来

ております。人々はおいしい水を求め、家庭の蛇

口に浄水器を設置したり、ミネラルウオーター．

イオン水など色々な種類の健康水が販売され、売

り上げは年々増え続けているようです。

ところで、童謡「JJJJ春のおがわはさらさら行

くよ……」 「JJJJこぶなつりしかの川……」の歌

の情景が頭に浮かぶ、あの昭和30年代前半頃まで

あった、きれいな水中で水草がそよぐ川は、最近

は、近くで見ることが出来なくなりました。

地下水汚染、ダイオキシン、環境ホルモン問題

など、いろいろと環境問題が取り沙汰されている

昨今であります。

私達の周りの自然は、 21世紀にはどの様に変わ

るのでしょうか。
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大阪市環境保健局長

藤井 饒

新年あけましておめでとうございます。

新春を迎え、財団法人大阪防疫協会の皆様の御

多幸と御繁栄を心からお祝い申しあげます。

旧年中は、本市の環境保健行政の推進に格段の

御協力を賜り、心から厚くお礼申しあげます。

さて、大阪市では、 2008年オリンピックの招致・

開催に向けてスポーツヘの関心を高め、大規模ス

ポーツ大会の運営方法を蓄積するため、積極的に

国際競技大会の招致開催を進め、昨年の「アジア

卓球選手権大会」に続き、本年 9月には「世界新

休操選手権大会」を開催いたしますほか、 2001年

の東アジア競技大会、 2002年のワールドカップ・

サッカーなどの開僅を予定しております。

また、一昨年の「大阪ドーム」や「フェスティ

バルゲート」などの大規模集客施設のオープンに

続き、昨年は2001年の開業をめざす「ユニバーサ

ル・スタジオ・ジャパン」の建設もいよいよ始ま

りました。

このように、大阪市は国内外から多くの人々が

訪れ、交流する「国際集客都市」の実現に全力を

注いでおります。

市民の皆様はもちろん、大阪を訪れた多くの

人々に、衛生的で快適な生活を送っていただくた

めには、 0-157や結核といった新興・再興感染症

に対する防疫対策や建築物メンテナンスを始めと

した環境衛生の確保は都市基盤の一つとして、ま

すます重要性を増しているところでございます。

これら事業の推進にあたり、貴協会がこれまで

に培われてきた環境整備における豊富な知識、経

験と高度な技術は、私どもといたしましても誠に

心強いものであり、今後とも変わらぬお力添えを

賜りますようお願い申しあげます。

最後になりましたが、財団法人大阪防疫協会の

ますますの御発展と会員の皆様の御健勝、御多幸

を祈念いたしまして、新年のごあいさつといたし

ます。
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堺市環境保健局衛生部長

鍋島道雄

明けましておめでとうございます。

新春を迎え、皆様方には益々ご清栄のこととお

慶び申し上げます。

旧年中は、本市政の推進にご協力をいただき、

心より厚くお礼申し上げます。

堺市では、昨年3月に健康都市宣言を行い、こ

れを新たな誓いとして、市民が健やかで生き生き

と暮らせる「わがまち．堺」の実現をめざし、健

康と福祉、環境と安全、緑とスポーツ等に関する

施策・事業の展開に努めているところです。

私たちは誰もが安全で健康に暮らしたいと願っ

ています。昨年7月の和歌山での毒物混入事件は、

地域の多くの人たちが集まる催しを混乱に陥れ、

尊い人命を失わせた事件であり、本市においても

改めて関係機関・団体との連携等、危機管理体制

の一層の推進を認識させるものでした。

さらに、新興感染症の発生や再興感染症の流行

に加えて廃棄物処理場から排出されるダイオキシ

ン類や外因性内分泌かく乱物質（いわゆる環境ホ

ルモン）等が世間の関心を集めていることは、私

ども衛生行政に携わる者の切実な課題としてとら

えていく必要があります。

次世紀を目前に控え、環境と衛生の保全ならび

に確立は、文化的で快適な生活を送るための都市

基盤の一つとして、万一の備えや充分な予防と併

せてその重要性を増しております。

このような時期に、貴協会が培われてきた知識・

経験、高度な技術は誠に心強いものであり、今後

とも変わらぬお力添えをいただきますようお願い

申し上げます。

最後になりましたが、皆様のご健勝とご多幸を

お祈り申し上げまして新年のごあいさつとさせて

いただきます。
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東大阪市理事兼

保健衛生部長

奥田健次

新年明けましておめでとうございます。

皆様には、すがすがしい新春をお迎えのことと

心からお喜び申し上げます。

本市におきましては、昨年は、高度化する医療

の需要に対応することができ、また地域医療の拠

点となる待望の市立総合病院が5月に開院し、新

たな出発の年となりました。

そして本年は、 「健康でたがいに支えるあたた

かいまちづくり」を目指し、地域保健法にそった

具体的な保健衛生事業の展開や介護保険制度など

保健と福祉の連携を本格的に図るため、平成12年

度に向け保健所の基盤整備を行っていくこととし

ており、最も重要な年であると考えています。

さて一方、この 4月からは、 「感染症の予防及

び感染症の患者に対する医療に関する法律」が施

行され、国際化する感染症への対応とともに、社

会と隔絶した形の伝染病対策から、一般医療の延

長線上における感染症対策へと大きく、その視点

の転換がなされます。また、最近の毒物混入事件

にみられますように、従来の健康づくりや、食品

衛生、環境衛生、薬事等の生活環境面に対するき

め細やかな対策のほかに、各分野における危機管

理、不測の事態を視野に入れての対応が求められ

ており、常に事前対応型行政の実施を心がけねば

と深く感じているところでございます。

このような状況の中、今後とも、本市保健衛生

行政をさらに推進させていくため、 50年にわたる

豊富な実地経験により高度な知識技術を培われて

いる貴協会のなお一層のご支援を賜りますようお

願い申し上げます。

最後になりましたが、貴協会の益々のご発展と

皆様方のご活躍ご健勝を祈念いたしまして、新年

のごあいさつといたします。
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財団法人

阪大微生物病研究会

理事長務聾方彦

謹んで新春をお慶び申し上げます。

年頭に当たり、財団法人大阪防疫協会の皆様の

ご発展と健康をお祈り申し上げます。

昨年来、デフレ不況、金融不安の波は、国民生

活の足下を洗い、深刻な状況でありますが、お陰

様で微研財団は新GMP、GLPの施行に備えて設

備投資を行いました。今期投資額を合せると総頷

は約20億円になります。目的は安全、良質、有効

なワクチンを杜会に供給することにあります。当

財団は、日本脳炎ワクチン、百日咳ワクチンバル

クの米国FDAの、又、はしかワクチンのWHOの

ライセンスを得ておりますが、新投資によって総

てのワクチンが国内規準のみならず国際的な規準

を満す施設になります。技術の向上と製造管理に

努め、初期の目的を追求して参ります。

政府は昨年21世紀の感染症対策の基本となる、

感染症予防、医療法を新しく定め、本年4月から

施行することにしております。

患者の人権尊重を基本とし、感染症を社会的予

防を必要とするものと、個人予防を主とするもの

に大別し、適切に予防対策を立てようとするもの

であります。その中でもワクチンは感染症の予防

では最も有効な手段としております。しかしその

基本は受益者優先であり、インフォームドコンセ

プト（効果と安全性リスク、経済的メリット等）

について、受益者が正しく理解できるようにする

ことにあります。

微研財団はワクチンの情報を詳細に皆様にお知

らせし、流通、医療機関、受益者の皆様に一層1言

頼されるよう努力を致します。

ワクチン製造も流通も市場経済の時代に入りま

した。皆様のご協力をお願い申し上げます。
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株式会社

大阪府食品流通センター

代表取締役社長 中屈［善一^

新年あけましておめでとうございます。

皆様方には、ご健勝のうちに新しい年をお迎え

のことと心からお喜び申し上げます。

旧年中は、大阪府中央卸売市場及び加工食品卸

売場の防疫・消毒業務に格別のご協力を賜り厚く

御礼申し上げます。

さて、昨年の日本経済は、個人消費や住宅投資

の低迷に加えて、民間設備投資の鈍化が表面化す

るなど国内景気の悪化が一段と進んでおります。

また、金融機関の倒産や再編・統合等、金融シ

ステムの不安並びに雇用面においても完全失業率

が4%を超えたことなどが、これに拍車をかけた

ように思われます。

政府において、景気回復政策として金融機関の

下支えや大型減税等による個人消費の向上策を講

じられておりますが、今年こそ景気の回復を願う

ものであります。

また、社会面におきましては、 8月に和歌山で

カレー毒物混入事件が発生し、 4名の死者と数十

名の人々が中毒症状をおこす被害を受けました。

この事件を発端として、全国各地でジュース類

等への毒物を混入する模倣犯罪が多発し、多くの

被害も発生いたしましたが、私ども食料品の供給

基地である中央卸売市場を管理する者にとって、

大変なショックを受けたことと、このような事件

の防止に神経をすりへらした年でもありました。

また、消費者の食品に対する安全志向が益々高

まっている中において、市場の衛生管理の充実が

重要となっておりますが、この業務を受け持って

いただいております貴協会の長年に亘り培われて

きた豊かな知識と高度な技術は、心強いかぎりで

あります。

最後になりましたが、今後とも当社事業になお

一層のご協力を賜りますことをお願い申し上げま

すとともに、貴協会の益々のご発展と皆様方のご

多幸とご健勝をお祈り申し上げ、新年のご挨拶と

させていただきます。
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南海電気鉄道株式会社

鉄道営業本部営業企画課長

望月 理

新年あけましておめでとうございます。

年頭に当たり、みなさまのご多幸とご繁栄を心

からお祝い申し上げます。

さて世間はおしなべて不景気で、底の見えない

状況となっています。当社も例外ではなく「今年

こそは」と意気込んでみても、現実はなかなか厳

しい状況です。鉄道利用者数は平成3年をピーク

に右肩下がりですが、これは景気だけが原因では

なく、少子化や沿線人口の高齢化、モータリゼー

ションの進展や余暇意識の変化など、構造的要因

が含まれています。同様に各関連事業もはかばか

しい成績を上げることができずにいます。このよ

うな中では以前のようなパイの拡大競争ではなく、

リピートオーダーの確保こそが重要であると考え

ております。

関西各社とも、この命題に向けてネットワーク

や利便性の向上に努めておりますが、当杜でもお

客様の利便性向上のため昨年 10月に回数券のカ

ード化をいたしました。続いて、本年4月より関

西の主要私鉄・地下鉄の共通カードシステムであ

る「スルッと KANSAI」に参入する予定で、

これに対応したプリペイドカードとして「コンパ

スカード」を発売いたします。

しかしこうしたハード面だけではなく、応対面

や環境整備などソフト面の充実こそがリピーター

のお客様に魅力を感じていただくための秘訣と考

えます。社員の意識高揚は言うまでもありません

が、昨今の社会環境や雇用情勢を考えますと、当

社のみで環境美化を保持し向上していくことは、

難しくなるものと思われます。そうした意味でも

「快適な輸送環境の確立」に関して貴協会の果た

される役割はますます大きいものがあると言えま

しょう。さらなるお力添えをお願い申しあげます

とともに、貴協会のますますのご発展と皆様方の

ご健勝を祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせ

ていただきます。
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